
議
員
提
出
第
二
十
一
号
議
案

障
害
基
礎
年
金
の
認
定
の
地
域
差
の
是
正
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
本
年
一
月
十
四
日
、
日
本
年
金
機
構
が
実
施
し
た
「
障
害
基
礎
年
金
の
不
支
給
と
決
定
さ
れ
た

件
数
の
割
合
（
以
下
「
不
支
給
割
合
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
」
を
発
表
し
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
都
道
府
県
の
事
務
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
障
害
基
礎
年
金
の
障
害
認
定
に
地
域
差
が
あ

り
、
不
支
給
割
合
の
最
も
高
い
都
道
府
県
は
大
分
県
の
二
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
最
も
低
い
県
と
比
較
す

る
と
約
六
倍
の
地
域
差
が
認
め
ら
れ
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
地
域
差
の
問
題
に
つ
い
て
、
現
在
、
「
精
神
・
知
的
障
害
に
係
る
障
害
年
金
の
認
定
の
地

域
格
差
に
関
す
る
専
門
家
検
討
会
」
に
お
い
て
等
級
判
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
客
観
的
な
指
標
や
就
労

状
況
の
評
価
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
は
平
成
二
十
三
年
に
は
問
題

を
認
識
し
な
が
ら
昨
年
ま
で
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
な
ど
、
全
て
の
国
民
が
「
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
営
む
権
利
」
（
生
存
権
）
を
保
障
さ
れ
る
上
で
、
看
過
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

一

複
数
の
障
害
認
定
審
査
医
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
に
改
め
る
な
ど
、
判
定
の
客
観
性
を
担
保
す
る
こ

と
。

二

判
定
に
つ
い
て
の
相
談
体
制
を
充
実
し
、
申
請
者
の
利
便
を
図
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
六
日
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